
単元名 
「ゴール型」 

 ～下級生にタグラグビーの楽しさを伝えよう～ 

学校・学級 三原市立南小学校 第６学年 
 
１ 要 旨 
（１）児童の実態 

本学級の児童は，運動会や体力テストに向けて自己の記録を更新するために，どんな工夫をすれば
よいか考え記録に挑んできた。これまでの学習してきたボール運動では，得意な児童だけで試合が進
んだり，勝敗にこだわったりする傾向が強い。また，互いに励まし合いながらゲームを進める心情が
育っていないため，素直にアドバイスを受け入れることができなかったり，仲間に何をアドバイスし
たらいいのか分からなかったりする児童が多い。 
運動への意識や知識・技能に関する実態調査の結果は以下のとおりである。 

〈運動への意識に関する実態調査結果〉 
項目 肯定的回答（人） 主な理由 

体育の授業は好きですか。 37/40 
◎運動が好きだから。 
◎一番成長を実感することができる教科だから。 
▲苦手だから。怪我をしたから。 

ボール運動は好きですか。 31/40 
◎投げたり捕ったりすること楽しいから。 
▲ボールが恐いから。 
▲ボールが回ってこないから。 

〈運動の知識・運動に関する実態調査結果〉 
項目 規準到達児童（人） 規準に到達できなかった児童の様子 

タグラグビーのルールを知ってい
ますか。 

19/40 
▲他の学年がやっているのは見たことあるけれど，
ルールまでは知らない。 

▲ラグビーボールを触ったことがない。 

運動に関することで友達にアドバ
イスができる。 

26/40 
▲自分が運動できないのに，アドバイスはできない。 
▲上手く伝える自信がないから。 

（２）指導上の留意点 
学習形態・かかわり合い カリキュラム・マネジメント 

○ 確実にアドバイスをするために，兄弟チームの中で毎時間ペアを決めてかかわり合わせる。 
   ○ ボール運動に意欲的に取り組ませるために，６年生が主体となり下級生にタグラグビーの楽し 

さを伝えていくという課題を設定する。 
○ お互いに励まし合いながら運動する楽しさを実感させるために，頑張りや良さが伝わるよう 
に，視点を明確にして話し合わせる。 

○ 単元を通して兄弟チームで活動させ，かかわり合いを多くもてるようにしていくために，グル 
ープ編成については，リーダー性，運動能力，友達関係を考慮して構成する。 
 

２ 本単元の目標 
（１）ボール操作や相手をかわす動きを身に付けることで，簡易化されたゲームすることができる。                    

【知識及び技能】 
（２）ルールを工夫したり，自分のチームの特徴に応じた作戦を立てたりするとともに，考えたことを

友達に伝えることができる。                 【思考力，判断力，表現力等】 
 （３）運動に進んで取り組み，ルールやマナーを守り，励まし合って運動をしたり，場や用具の安全に

気を配ったりすることができる。               【学びに向かう力，人間性等】 
 
３ 学習活動に即した評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①基本的なボール操作やパス

をすることができる。 
②相手をかわしてボールを運

んだり，パスがもらえる位置
に素早く動いたりすること
ができる。 

 

①チームの特徴を考え，自分のチー
ムにあった作戦を立てている。 

② 作戦を成功させるための練習を改
良したり，見直したりしている。 

③考えたことを友達に伝えている。 

①タグラグビーを楽しむための活動に自ら
進んで取り組もうとしている。 

② ルールやマナーを守り，友達と助け合っ
て練習やゲームをしようとしている。 

③ チームの目標に向かって仲間と協力す
ることを楽もうとしている。 

※本単元は，学習指導要領等に関する移行期間中に，新学習指導要領による指導を先行して行う際の評
価基準を設定しています。評定については，現行学習指導要領の下の評価規準に基づいて行います。 

 
 
 
 
 
 



４ 本時の展開 
（１）本時の目標 

トライをするために，スペースを作って走りこむ作戦を考え，成功させることができる。 
      【思考力，判断力，表現力等】 

 （２）準備物 
   ディスクコーン，ワークシート，筆記用具，ボール，タグ，作戦ボード 
 （３）学習展開                        

学 習 活 動 
指導上の留意事項 
◎重点的指導法 

◆努力を要する児童への手立て 

評価規準 
（評価方法） 

１ 学習の準備をする。   （10 分） 
○ならし運動をする。 
・手つなぎタグ取り 
・金魚のフン（DFあり） 

  ・各チームが作戦に必要な運動 
    
２ 学習の進め方と学習課題の確認を

する。           （2分） 
 

 
 

・ボール運動につながる運動を行い，苦手な
児童にも意欲が高まるようにする。 

◆固いボールに恐怖心を持っている児童も
いるので，柔らかいでボールで行う。 

 
 
・相手を引き付けてパスを出すこと，相手の

いないスペースに走り込みパスをうける
ことがポイントだということを確認させ
る。 

 

 
 
 
 
 
 

３ 攻撃３(自チーム)対守り２(相手チ
ーム)を実践し，気づきを交流する。
（時間指定で攻守交代させる）     

（10 分）
○実際にプレーする。 
○プレーしている人とコートの外から
見ている人で気づきを交流する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 全体で気づきの交流    （5分） 
 ○全体で気付きを共有する。 

・上手くトライができたチームを紹
介するだけでなく，なぜトライが
うまくいったのか理由を考えさ
せる。 

 
５ 攻撃３(自チーム)対守り２(相手チ

ーム)を実践し，気づきを交流する。 
              （10 分）

○実際にプレーする。 
 ○プレーしている人とコートの外から

見ている人で気づきを交流する。 

・初めての兄弟チーム以外での対戦になるの
でお互いのチームを励ますことを確認す
る。 

 
・ナイスプレー，トライの時には，チーム全

体で称賛する雰囲気をつくれるよう声か
けをする。 

 
◎チームの中でプレーをしていない児童
（交代制）がワークシートに気付きを書
かくようにする。 

 
◎成功例や気付きを書いたワークシートを
基に話し合わせる。 

◆話し合いが進まないチームには，コートの
外から見ている児童にヒントや助言を出
すようにさせる。  

 
・トライをするためにはスペースを空ける他

に何が必要なのか，ボールを持っていない
児童はどのように動くのか等の視点から
成功策や改善策を発表させる。 

・成功策や改善策を全体で確認した上で，再
度，トライゲームにチャレンジさせる。 

 
◎成功例や気付きを書いたワークシートを
基に話し合わせる。 

◆話し合いが進まないチームには，コートの
外から見ている児童にヒントや助言を出
すようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○トライをする
ために，スペー
スを作って走
りこむ作戦を
考え，伝え合う
ことができて
いる。 

（行動観察・ワー
クシート） 

６ 本時のまとめを行う。   (8 分） 
○本時のまとめを行う。 
○ワークシートの記入をする。 
○場の片付けをする。 

・相手を引き付けてパスを出すこと，相手の
いないスペースに走り込みパスをうける
ことがトライのしやすさにつながること
を再度，確認させる。 

・今日の学習から成功点や改善点を振り返ら
せることでリーグ戦や下級生との交流に
意欲を持たせる。また，自分のナイス友達
のナイスを発表させる。 

 

スペースを作って走りこむ作戦でトライをとろう。 



５ 場の設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 板書計画 
 
 
 
 
 
 

 

ホワイトボード 

ふりかえり 
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課題 

トライをするために必要な動きを考え，成功させよう。 

５まとめ・振り返り 

２練習（チーム交流） 

３全 体 交 流 

４練習（チーム交流） 

１課 題 確 認 

 

トライゾーン（５ｍ） 

ト
ラ

イ
ゾ

ー
ン

（
５

ｍ
）

 

◎取られたらすぐにパスを出す

◎敵のいないスペースに走り込んだ味方

にパスを出す。 

◎空いているスペースに走りこむ 

◎相手をひきつけてスペースをつくる 



時
間

評
価
規
準

○ タグラグビーの学習に興味
を持ち，基本的な動き方を
知り，進んで行っている。

【主体的に学習に取り組む
態度（行動観察・ワーク
シート）】

○ タグを取られた後，素早く
パスを出している。

【知識・技能（行動観察・
ワークシート）】

○ 攻撃２対守り１の場面で空
いているスペースを見つ
け，素早く動いている。

【知識・技能（行動観察・
ワークシート）】

○ 作戦例を参考に兄弟チーム
で動きの練習を行うことが
できている。

【知識・技能（行動観察・
ワークシート）】

○ 攻撃３対守り２の場面で，
トライをするために，ス
ペースを作って走りこむ作
戦を考え，伝え合うことが
できている。

【思考・判断・表現等（行
動観察・ワークシート）】

○ 攻撃３対守り３の場面でト
ライゾーンまで進むため
に，スペースを作って走り
こむ作戦を考え，伝え合う
ことができている。

【思考・判断・表現等（行
動観察・ワークシート）】

○ 今まで学習してきたことを
生かし，ルールを守って楽
しくゲームをしている。

【知識・技能（行動観察・
ワークシート）】

○ 下級生にタグラグビーの楽
しさを伝えるために，積極
的に取り組もうとしてい
る。

【主体的に学習に取り組む
態度（行動観察・ワーク
シート）】

準
備
運

動

○

○

○

○

タグラグビーについてDVDを
視聴し，基本的なルールを
知る。

疑問に思ったこと，気に
なったことをワークシート
に記入させる。

ボールの持ち方やパスの仕
方を理解し，ボールになれ
る。
・チームでボールパス
・ボールパスリレー
・ボール集めゲーム

DVDで疑問に思ったことや
ボール運動を実践して気に
なったことを交流する。

○

○

○

○

タグラグビーの基本となる
動きを身に付ける。
・金魚のフンリレー
・金魚のフンリレー（DFあ
　り）

タグを取られたらすぐにパ
スを出す動きを身に付け
る。

どのようにしたらボールが
繋がるのか考えさせる。

取られたらすぐにパスを出
すこと，パスをもらったら
たてに出ることを認識させ
る。

○

○

○

○

簡単なコートで攻撃２対守
り１をする。

どのような場面をつくった
らうまくトライができるの
かを兄弟チームの中でプ
レーをしていない児童（交
代制）に考えさせる。

簡単なコートで攻撃２対１
をする中で，動きの工夫を
考えさせる。

児童の気付きの中で，空い
てるスペースを作ることが
トライのしやすさにつなが
ることを確認させる。

○

○

○

○

簡単なコートで作戦例を参
考にチームで練習する。

作戦を決める際に，チーム
全員が活躍できる工夫を考
える。
・クロス作戦
・ダミークロス作戦
・２：１作戦
・オリジナル作戦

スペースを作るためにどう
すればよいか考えさせる。

児童の気付きの中で，相手
を引き付ければスペースが
空くこと，DFのいないス
ペースに走り込んだ味方に
パスを出すことを確認させ
る。

○

○

○

○

○

○

相手を引き付ければスペー
スが空くこと，DFのいない
スペースに走り込んだ味方
にパスを出すことを確認さ
せる。

攻撃３（自チーム）対守り
２（相手チーム）をする。

チームの中でプレーをして
いない児童（交代制）に気
付きを書かせる。

全体の場で，成功点やうま
くいかなかった点を交流さ
せ改善点を考える。

上手くトライに繋がった例
や問題点を発表させる。

みんなの意見をもとに，再
度攻撃３対守り２をする。

○

○

○

○

○

簡易的なゲーム形式で攻撃
３対守り３をする。

兄弟チームで，前時までの
ポイントが機能しているの
か改善点はないのか伝え合
う。

上手くトライに繋がった例
や問題点を発表させる。

みんなの意見をもとに，再
度攻撃３対守り３をする。

ボールのパスが続いて前進
できることの楽しさを味
合わせる。

○

○

○

○

○

特別活動で考えた６年２組
のルールを基に実際に前時
で行った簡易的なゲーム
（みなみんピック）を行
う。

チーム全体で称賛する雰囲
気をつくれるよう声かけを
意識させる。

ゲームを通して，自分たち
のチームで成功したことや
改善策について話し合わせ
る。

お互いに励まし合うことが
できていたチームを全体に
広め，次時の学習への意欲
を持たせる。

下級生から感想をもらい，
次時に繋げる。

○

○

○

○

○

○

○

チームごとに分かれてタに
ついての説明。
・２年生のタグの装着
・諸注意を伝える。
　
タグ取り鬼に挑戦。
・６年生が２年生のタグを
　取る。

簡単なボール遊びに挑戦す
る。
　
いくつか提案した遊びの中
からチームごとに６年生が
選び，２年生とボール遊び
をする。

下級生にタグラグビーへの
思いを伝える。

下級生は６年生に教えても
らった感想を伝える。

お互いの意見を交流し,ボー
ル運動の楽しさを共有す
る。

振
り
返
り

○ 　今日の学習を振り返り，
新たに分かったことや改善
点と自分のナイス友達のナ
イスについて学習カードに
書く。

○ 　今日の学習を振り返り，
新たに分かったことや改善
点と自分のナイス友達のナ
イスについて学習カードに
書く。

○ 　今日の学習を振り返り，
新たに分かったことや改善
点と自分のナイス友達のナ
イスについて学習カードに
書く。

○ 　今日の学習を振り返り，
新たに分かったことや改善
点と自分のナイス友達のナ
イスについて学習カードに
書く。

○ 　今日の学習を振り返り，
新たに分かったことや改善
点と自分のナイス友達のナ
イスについて学習カードに
書く。

○ 　今日の学習を振り返り，
新たに分かったことや改善
点と自分のナイス友達のナ
イスについて学習カードに
書く。

○ 　今日の学習を振り返り，
新たに分かったことや改善
点と自分のナイス友達のナ
イスについて学習カードに
書く。

○ 　タグラグビーを通して学
んだことや下級生との交流
の中で感じたことについて
学習カードに書く。

1

手つなぎタグ取り，金魚のフンリレー(DFあり)，各チームの動き練習

７　指導計画（全８時間）

学
習
内
容

8765（本時）432

下級生にタグラグビーの楽しさを伝えよう 

タグラグビーとは スペースを作って走りこむ 
作戦でトライをとろう 

素早くパスを出す 
動きを身に付けよう 

上手くトライするためには 下級生と一緒にタグ 
ラグビーを楽しもう 

攻撃の動き 

パスの方向 

１ ２ 

２ １ 

チームで作戦例の 
動きを練習しよう 

チームの力を出し切り 
プレーしよう 

スペースを作って走りこむ 
作戦でトライをとろう 

１点ゾー

２点ゾー

３点ゾー

トライゾーン


